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Health Promotion
厳しい寒さと共に、忙しさも駆け足でやってくる師走。何となく慌ただしく、落ち着

かない時期です。こうした時期は、生活も乱れがちで心身ともにつかれやすくなります。

２学期も残すところあと少しとなりました。本校では、今のところインフルエンザの流

行は見られませんが、油断大敵です。今年は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大も

あり、いつも以上に「うがい」「手洗い」「換気」「マスクの着用」「密閉・密集・密接

を避ける」「規則正しい生活」をすることが予防の鍵となります。御家庭でも声かけを

お願いします。

かぜ・インフルエンザ・コロナの予防！

かぜ、インフルエンザ、コロナ…どれも予防策は同じです。「自分たちがどう感染

症対策をするか」…一人一人ができることをきちんとすることが大切です。

朝の検温、検温チェックを確実に！



《 もしもの時に慌てないために、知っておくべきこと 》

エイズは「特別な病気」ではありません。

エイズは難病ではありますが、通常の病気

の一つです。

HIVについての正しい知識と行動があれば安心です
～HIVは感染力が弱く、感染ルートが限られている～

HIV（エイズウイルス）は感染者の血液・精液・膣分泌液に存在します。

主な感染ルートは、性的接触、注射針の使い回し、母子感染です。
こんなことではうつりません！ 咳・くしゃみ・だ液

キス

握手

つり革 蚊やダニ

プール・お風呂 食事の食器 洋式トイレの便座

運動中の接触・汗

中学生の今、家庭で大切なことは!?
思春期にさしかかると、性に対して興味と関心を持ち始めます。それが自然であるし、

順調な成長の証でもあります。頭ごなしにダメ！と言うのでは逆効果です。「家族と

の会話が少ない家庭ほど高校生になってからの性経験率が高くなる」

というデータがあります。中学生の今の時期に大切なことは、「自分は

家族にとって必要な存在なんだ」「家族から愛されている」と思え

るような環境づくりです。


